
広
島
・草
戸
千
軒
町
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
広
島
県
福
山
市
草
戸
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
七
九
年

（昭
５４
）
二
月
十
九
日
ｉ
十

一
月
三
十
日

３
　
発
掘
機
関
　
　
広
島
県
車
戸
千
軒
町
遺
跡
調
査
研
究
所

４
　
調
査
担
当
者
　
広
島
県
車
戸
千
軒
町
遺
跡
調
査
俳
究
所
代
表
　
松
下
正
司

５
　
泣退
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
平
安
ｉ
江
戸
時
代

７
　
迫退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

一
九
七
九
年
度
に
は
、
第
二
七
次
調
査
と
し
て
東
西

。
南
北
共
四
〇
ｍ
の
一

六
〇
〇
ポ
を
、
遺
跡
包
蔵
中
州
北
部
で
実
施
し
た
。
前
年
度
ま
で
に
調
査
区
北

方
で
は
東
西
方
向

・
南
北
方
向
の
石
敷
道
路

・
柵
列
や
土
羨

・
池

・
満

・
柱
穴

な
ど
を
、
調
査
区
東
方
で
は
濤

・
石
積
護
岸
な
ど
を
検
出
し
、
柵
と
濤
に
四
ま

れ
た
町
割
の
様
相
が
次
第
に
明
ら
か
に
な
り
始
め
て
い
る
。

木
衝
は
Ｓ
Ｄ
五
六
〇

。
一
三
七
五
の
各
濤
や
Ｓ
Ｇ

一
七
九
〇

・
一
七
九

一
池
、

Ｓ
Ｋ

一
八
二
五
土
羨
か
ら
八
八
点
が
出
土
し
た
。
Ｓ
Ｄ
五
六
〇
は
長
さ
三
二
ｍ

×
幅
二
・
五
ぞ
四
・
五
ｍ
を
測
る
東
西
濤
で
あ
る
。
Ｓ
Ｄ

一
三
七
五
は
幅
二
・

五
ぞ
六

・
五
ｍ
×
深
さ
○

・
五
ｍ
を
測
る
南
北
濤
で
、
今
次
調
査
ま
で
に
長
さ

四
六

・
五
ｍ
を
検
出
し
た
。
Ｓ
Ｇ

一
七
九
〇
は
東
西

一
三
ｍ
×
南
北
八
ｍ
の
長

方
形
を
呈
す
る
池
で
、
上
部
に
は
焼
土

・
壁
土

・
炭

・
灰
を
多
く
含
む
小
礫
が

あ
り
、
そ
の
下
層
に
も
径
二
〇
―
八
Ｏ

ｃｍ
大
の
石
が
埋

っ
て
い
た
。
Ｓ
Ｇ

一
七

九

一
は
東
西

一
八
ｍ
以
上

×
南
北

一
四
ｍ
の
池
で
あ
る
。
Ｓ
Ｋ

一
八
二
五
は
東

西
二

・
五
ｍ
×
南
北
五
ｍ
の
長
円
形
を
呈
す
る
土
羨
で
あ
る
。

伴
出
遺
物
は
土
製
品

。
木
製
品
な
ど
種
類
が
多
く
、
特
に
Ｓ
Ｇ

一
七
九
〇

・

一
七
九

一
は
顕
著
で
あ
る
。
共
伴
し
た
土
師
質
土
器
か
ら
Ｓ
Ｄ

一
三
七
五

・
Ｓ

Ｇ

一
七
九
〇

・
一
七
九

一
・
Ｓ
Ｋ

一
八
二
五
は
室
町
時
代
前
半
、
Ｓ
Ｄ
五
六
〇

は
室
町
時
代
後
半
に
比
定
さ
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

木
簡
は
八
八
点
が
出
上
し
た

（墨
痕
の
見
ら
れ
な
い
も
の
が
ほ
か
に
九
点
あ
る
）
。

こ
の
中
に
は
柿
経

（
３
）
や
呪
符

（
４
・
９
）
な
ど
庶
民
信
仰
と
関
連
の
深
い
も

の
や
、
舟
形
木
製
品
に

「
下
」
の
字
が
認
め
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
。
こ
の
様
な

特
殊
な
も
の
を
除
く
と
形
態
的
に
は
表
面
長
方
形
な
い
し
削
り
込
ん
だ
角
材
の

一
端
に
焼
火
箸
で
孔
を
穿

っ
た
も
の
が
多
く
、
長
方
形
の
材
の

一
端
の
左
右
に

切
込
み
を
入
れ
た
も
の
や
断
片

・
削
届
が
あ
る
。
内
容
的
に
は
荷
札
な
い
し
商

い
を
す
る
際
の
メ
モ
と
思
わ
れ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
以
下
、
主
な
も

の
に
つ
い
て
遺
構
ご
と
に
列
挙
す
る
。
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1979年出上の木術

②
・
コ米
一回
麟
へり笠
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〔丘
ハカ
〕

。
「□
え
せ
う
殿
」

。
「日
日
―十
日
□
」
（左
側
面
）

Ｓ
Ｄ
一
三
七
五
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南
元
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陀
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国
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於
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本

　

　

□
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⑪
は
小
豆
、
②
は
米
、
①
は
銭
の
売
貝

・
貸
借
の
時
使
わ
れ
た
も
の
で
あ
る

う
。
花
押
の
記
さ
れ
た
も
の
は
本
遺
跡
で
は
初
見
で
あ
る
。
⑨
は
北
紅
星
に
関

す
る
呪
い
で
あ
る
。

９
　
関
係
文
献

軸
期
解
・太
酬
〓
小
脚
・原
謡
鰤
政．
鯨

　

「
草
戸
千
軒
町
造
跡
第
２７
次
調
査
中
岡
報

告
」
（調
査
研
究
ニ
ュ
ー
ス
『車
戸
千
軒
』
配
７６
）
一
九
七
七
年
（志
田
原
二
人
）



車戸千1千町遺跡

出土木術 (8X2)

尾道市街地遺跡

出土木衛

1,2

広
島
。
尾
道
市
街
地
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
広
島
県
尾
道
市
久
保
二
丁
日

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
七
九
年

（昭
５４
）
十

一
月
七
日
ｉ
八
〇
年
二
月
七
日

３
　
発
掘
機
関
　
　
尾
道
市
教
育
委
員
会

（尾
道
遺
跡
発
掘
調
査
剛
）

４
　
調
査
担
当
者
　
広
島
県
車
戸
千
軒
町
遺
跡
調
査
研
究
所
　
山
県
　
一死

５
　
泣退
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
練退
跡
の
年
代
　
室
町
１
江
戸
時
代

７
　
ｕ退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

尾
道
市
街
地
遺
跡
は
、
現
市
街
地
下
に
埋
れ
た
中

・
近
世
の
集
落
跡

（港
町
）

で
、
昭
和
５２
年
度
か
ら
国

・
県
の
補
助
金
を
得
て
尾
道
市
教
育
委
員
会
が
調
査

主
体
と
な
り
広
島
県
車
戸
千
軒
町
遺
跡
調
査
研
究
所
が
協
力
し
て
継
続
的
に
行

な

っ
て
い
る
。

今
回
の
調
査
地
点
は
市
街
地
東
部
の
久
保
二
丁
目
で
、　
一
九
七
九
年
六
月
の

大
火
跡
地
の
一
部

（
五
×
〓
冨

の
範
囲
）
で
あ
る
。
地
表
下
三
・
八
ｍ
ま
で
調

査
し
、
十

一
の
層
位
に
分
け
て
遺
物
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
主
な
遣

構
と
し
て
は
室
町
時
代
末
期
の
焼
土
層
か
ら
備
前
焼
の
二
石
甕
を
四
側
ず
つ
二

刻
に
並
べ
た
も
の
が
検
出
さ
れ
た
は
か
石
垣

。
柱
列

・
杭
列
な
ど
が
あ

っ
た
。

御
札
は
室
町
時
代
後
半
に
比
定
さ
れ
る
第
八
層
暗
灰
粘
質
土
屑
か
ら
土
師
質

土
器
加

・
皿

・
鍋

・
釜

・
備
前
焼
壷

・
す
り
鉢

・
青
磁
椀

・
山
物
な
ど
と
共
に


